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本紙は女性I~よる平和と平等を推進します

昭島秀E:眉;~J!~::~.J_
渓涌誰;単一

平
和
博
物
館
を
創
る
会
(代
表
理
事

・
永
井

一
正
、
中
野
孝
次
、
羽
「
遷
)
叱
昨
年
の
士

一月
に
発
一
定
し
て
一
覇
セ
ン
タ
ー
を
か
ね
た
ミ
ニ

平
和
際
物
館
が
、
翠
京
の
港
区
芝

(本
館
)
と
渋
谷
宇
田
川
町

(別
館
)
に
オ
l
プ
、
ピ
た
。
昨
年
の
士

一月
か
豆
ハ
月
ま
で
は
、
ピ
カ
ソ

・
ポ
ス

タ
ー
、
日
本
の
反
核
ポ
ス
タ
ー
が
展
蚕
C

れ
た
が
、
乙
の
六
月
二
十
九
日
か
ら
七
月
一
干
八
日
票
¥

『子
宮
ιち
に
伝
え
る
日
本
の
空
怨
展
』
と

題
し
、
東
京
、
横
浜
ほ
か
五
都
市
の
窃
醸
の
状
視
を
伝
え
る
写
真
九
十
五
点
と
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
原
画
六
十
宇
高
著
展
示
し
て
い
る
。

ピレ

戦
争
を
知
ら
な
い
子
た
ち
へ

アテ

~~~~ 

デイ

悲
惨
な
現
実
訴
え
る

愉快なケン太郎一家の

ニューメテ二ィア時計プレゼント実施中/、
いまアルファ2氏犯をお買い上げになると、もれなくケン太郎-J震をモデル
にした愉快なオリジナル時計がついてきます。(期間/6月1日ー7月31日}

ーメ

全国婦人新聞社

ニL
同

一

子供たち
に{云える

昭
和
五
九
年
七
月
十
日

あ
な
た
の
記
事
を
四
時
期

本
紙
に
、
あ
な
た
の
地
域
の
、
い
き
い
き
と
し
た
い
用
人
向
り
の
ニ
ュ

ー
ス
や
目
指
茅
還
っ
て
下
さ
る
方
を
求
め
て
い
ま
す
。
東
京
か
ら
、
遠

闘
の
地
虫
刀
歓
迎
。
婦
人
宝
刀
で
あ
れ
ば、

職
業
担
伺
無
、
年
齢
な
《

資
格
は
闘
い
ま
せ
ん
。

(
興
味
の
あ
る
方
は
本
社
に
お
間
合
わ
せ
下
さ

い
。
嬰
鰐
官
、
詳
細
規
警
お
送
り
主
主

全
国
婦
人
新
聞
社

新
宿
区
西
新
宿
一千
l

七
l
二
八

主
宰
西
新
世
間
ヒ
ル

S
OS
-3
43
・1
8
4
6

:!I ~nH:!1 H;)SGR~準価tl\2唱。.0001' 1 ~興・

価栴15.0001' 1 ・ 他. :. 15.... J7 ~..I~...t :Mn e?守恒寓咽個院a

?と;;;ニごと:判。，;YJlJァ2000聖董
'#あ#/1，/1¥，=/1=#1ヲー
官入品傭 こu.，モ庖名、ど続賓の位入・2・毛ニ帽 Wのよ、ず 1・u.tt"h1tl1.IJT III 

ビデオやビデオディスク、文字多重放送、パソコン、そして衛星放送・1
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刊一

-d院
の
み
あ

u
l
m
u鵠
自

民

品

目

れ

接

持

組

ん

で

い

ま

す

」

一

へ

お

刊

誌

ド

ロ

肘

一

時

間

明

男

子

を
首
相
し
て
璽
語
北
へ
南
へ
れ
~。住
民
事
昌
吉
車
、
主
「
祭
記
事
れ
な
い
」
辺
案
一

J

せ
去
互
い
う
思
い
高
じ
め
た
自
一
ケ
丘
三
下
一
九
精
華
-一
一一
号
)
第

l
i高実
車

内

っ

て

食

Zっ
た
緩
か
ら
温
い
に
は
、
喜
量
が
こ
と
し
賢
一

国

語
も
今
年
で
き
一

E十
塁

書

草

九

日

午

前

詰

汗

詩

日

持

続

目

立

続

完

封

説

明

日

均

一

学

時

弔

辞

i
)
大

一

院

長

空

軍

十

四

rd品
川

ペ

竜

門

ih議長
日

島

民

町

長

一

然

一・

九

時

信

長

結

一

顧

躍

斡

(

誤

の
天
理
主
れ
て
お
り
、
ほ
い
民
衆

L
E
f棄
書
め

Eで
な
ベ
一

一
正
-
走

者

一

白

午
後
室
時
四
十
分

0
2
5
T「
普
い
き
と
」
o
つ
づ

時

一

段

山

長

。

い

う

諸

制

堵

目

立

け

崎

直

戸

軒

町

引

説

明

一

波

間

禁

日

制

町

一竹

内

ヰ

。

針

路

山

市

ノ

J
I
-
-
1」
議

室

た

人

々

で

内

号

、

一
わ
た
し
の
戦
争
体
験
一
た
会
い
る
か
」
の
高
尺
い
る

一

左

望

一

ニ
目

黒

吉

宗

、

ぞ

一言

g句
阻

害

草

富

一

ぶ

っ
そ

う

げ

一

説
明
言
東
北
)
品

pe--e
一

あ

の

空

を

一

六

九

人

全

喜

男

一

1

3
昔
、
川
事
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
一
会
8
3

-
i

・
2
E
B
)。

一説
野
師
一
言
射
能
空
室
長
?
と
立
境
問
同
時
U

一
み

日
刊
誌
贈
呈
「
副
司

一

a
Z軒
目

2:重慢
で

い

た

立

教

帥

の

宇

匝

直

直

直

川

」

宅

一

休

ム
ハ
届
〔
八
旦
一
貫
十
日
)
の
朝

7ミ
ュ
-
一
ケ
I
シ
ョ
ン
リ
?

du引U
U
翌

日

h
r
h
i
L袋
詰

戸

町

立

問

題

一関

一

夏

口

訪

日

明

大

戸

1
5ド
註
酢

仲
盟
遅
輔
教
職
員
の
会
嗣
人
部
君
時
史
民
め
立
場
白
戦
争
金
足
)
句
開
会
会
で
も
、
乙
の
杢
ノ
七
三
一
・
ニ帯。

し
か
し

「箆
官
持
ち
一
重
語
研
究
会
、
額
損
佼
霊
一
議
は
有
機
量
法
野
葉
、
主
つ

一の
第
八
一
朗
の
メ
ン
パ
ム
重
し
て

(平
松
り
つ
子
師
会
き
の
稿
。
中
、
霊
山
費
九
っ
た
の
か
、
主
な
怖
君
臨
吋
い
ま
と
早
戦
時
五
長
せ
な
い
と
い
う
簡
は
、
ち
三
車
車
砲
の
第
す
一
回

「佐
渡
自

一さ
、
愛
め
し
。
梅
草
、
頼
主
基

一い
る
。

昨
年
の
第
九
回
叫
雲
、
体
験
害
出
掛
だ
っ
た
の
か
、
よ
く
わ
か
是
い
体
聖
田
町
皇
し
よ
う
去
員
に
よ
ん
と

Z
れ
て
い
る
と
雪
か
」
と
一
然
学
園
」
は
、
七
月
手
丸
日
か
ら
一
金
自
然
謀
を
軽
う
。

一

一

平

機
か
ら
主
+
書
志
暮

す
こ
と
が
警
っ
弓
仲
嗣
で
は
山
手
配
が
か
な
り
君
し
、
現
在
の
牢
忠
臣
と
乙
ろ
、
ぞ
く
す
¥
と
体
い
う
質
問
に
、
守
ら
れ
て
い
号
長
八
月
=
百
ま
で
(
摺
一
グ
ル
ー
プ
可

一
申
込
み
、
間
合
わ
革
マ
車
町

一
開
撃
事
主
痛
で
九
月
一干
日
か

い
学
だ

υで
も
辛
い
と
体
監
を
齢
も
わ
か
ら
な
い
が
、
才
4を
大
鵬
が
よ
さ
れ
、
ス
タ
y
フ
が
捕
く
え
た
人
は
た
っ
た
七

・
五
骨
だ
っ

一
八
月
五
日
1
八
月
十
日
ま
で
(
第
一一一

館
怒
輯
興
細
野
主
爺
(8
0
↑ち
ト
カ
月
間
。
閣
官
一
回
程
度
高

間
く
こ
喜
い
草
令
書
し
て
い
変
な
高
齢
|
LP
タ
暑
い
ふ
じ
ん
ハ
ほ
Y
た
っ
た
。

九

一
グ
ル
ー
プ
)
行
わ
れ
る
。
質
周
は
五
一

Z
R
B・
6
・

qY1ウ
桟
#
一
会
離
に
出
(
十
時
か
ら
「
五
時
)
、

た
人
が
多
い
が
、
華
民
ば
か
り
が
十
棋
以
上
、
七
γ
歳
以
あ
余
大
現
在
、
埼
宝
県
い
還
に
所
属
(
埼
「
閏
の
安
委
雪
た
め
に
、
軍

一
泊
六
早
大
人

〈申
ま
以
上
四
万

一
ま
り
チ
(2
9
5
6
・

8
・2
一
レ
ポ
ー
ト
作
成
、
広
報
語
、
世
レ

突
出
レ
て
タ
与
、
語
り
伝
え
な
け
部
分
と
担
わ
れ
る
。
第
七
車
で
話
苓
疎
に
住
む
〉
の
人
々
H

初
、
輔
争
事
力
は
必
要
と
一
田
辺
守
か
」
H

必
一弘
T
円
)
小
車
生
一
一
一方一
fbr司

一
3
0
3
)
マ
雪
入
手
代
(8
04
6
一』
怯
ど
に
参
加
す
る
も
罪
集
人
間
七
人

れ
ば
、
と
一
H
会
議
う
っ
て
筆
を
え

Z死
一
み
轟
い
て
い
る
興
均
体
験
は
時
事

E
堅
手
、
喜
墜
と
塑
霊
い
み
少
数
で
一
四
・
一大
宮
か
急
薪
翼
パ
ス
、
門
純
一
2
ニ
3
・3
9
t
)
マ
グ
リ
1
7
十
~
罰
月
額
亙
方
向
。

と
っ
た
入
室
い
。
需
さ
出
す
と
、
の
大
聖
下
亨
ん
は
、
こ
の
手
配
を
室
。
申
題
号
、
宇
議
開
寄
り
、
八
骨
器
、
必
賓
と
思
P
幸
一
語
費
、
教
軒
賞
、
日
険
質
、
す
ベ
一
ン
プ
ラ
ザ
〔
S
Q
0
・
3

1

2

一
襲
端
、
申
込
む
と
遺
書
紙
蓮

空
間
の
拶
を
兄
て
う
安
」
れ
た
り
、
投
楠
後
、
な
く
な
り
、
文
字
通
り
週
引
開
げ
あ
円
だ
が
、
東
京
に
い
ず
入
廃
た
三
八
・
荒
川
柑
o
wい
ち
が
い
に
い

一
て告
γ
ん

で

い

る

。

了

A

U

l

)

。

一

っ

て
く
れ
る
。
応
輔
締
切
は
七
月
二

夜
で
白
が
か
す
ん
で
宰
か
曹
り
な
い
稿
と
な
っ
て
い
る
苛
け
出
さ
れ
て
)
戦
後
室
に
住
み
つ
え
な
い
こ
一冗

・事
で
婦
人
居
も
一

I
l
l
i
-
-
l
i
l-
-
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
一
玉
司

付
一
一
す
に
喜
一」

ん

だ

り

主

か

日

伝

一

針

転

H
U
F
b同
税

制

m
h
u
N
M
J
Mト町
一

児

童

文

学

講

座

民

計

紅

一
軒

十

日

河

口

民

間

こ
の
在
、
テ
!
?
毎
に
、
館
一

なり、

=
一月
末
に
は
雌
民
間
指
島
に
も
明
担
じ
で
あ
る
が
、
平
歳
代
の
室
宮
ベ
芦
が
断
然
多
く
四
四
・
一

一を
頭
町
小
入
散
の
ク
ラ
ス
で
、
重

車
対
馬
丸
の
沈
宇
キ
屯
の
醜
米
軍
↑
庵
、
四
月
一
円
、
沖
縄
杢
島
帆
軍
者
選
多
く
量
れ
、
撃
を

一ニ
骨
。
「
重
」
に
つ
い
ず
な
さ
「
児
語
文
化
の
会
」
(
東
京
都
=
一一

き
か
」
が
あ
奇
一
百
自
の
八
月
五

一い
の
端
本
理
事
え
と
プ
ラ
ン
づ
ζ

刷
、
第
二
噌

盟
影
を
背
負
っ
て
に
長
J
一ヵ
月
会
完
全
に
全
島
が
矧
是
い
噛
待
氏
の
た
め
に
懸
命
長
ヂ
が
ニ
了

O
品

て

喜

一
膚
問
弁
の
顕
一

l
七
l
コ
一
、
け
や
一
目
は
分
科
会

(午
前
十
時
〉

。
絵
本
石
蓄
に
つ
口
る
。
十
月
か
呈
ハ
カ

ー
ー
臨
時
下
の
教
育
第
一ニ
車
手
職
場
主
っ
%
。
職
場
経
験
ら
な
に
普
い
た
己
奈
レ
の
ば
れ
る
。
支

Z
乙
8
・
八
骨
。
「
米
ソ
を
一
重
間
)
の
第
十
七
一
問
看
善
一
(杉
浦
警
雇
本
の
世
号
、
車

一月
時
過
日
の
午
前
、
午
賃

金

肉
親
霊
く
し
た
手
話
。
量
先
頭
寄
る
各
国
の
豊
富
に
つ
い
一
講
座
ほ
、
八
月
四
、
五
の
両
貝
塘
一
霊
宿
(
香
山
晃
子
の
童
話
の
世

一隅
臼
の
午
前
、
午
後
の
四
コ
I
暴

露
ミ
た
べ
も
の
が
雪
栄
獲
央
て
」
吟
戦
実
授
ら
に
役
立
つ
乙
玉
県
労
愈
語

(国
報
北
浦
和
駅
西
一
8
、
民
話

(吉田
タ
キ
ノ
の
実

(2 ) 

-ーー---"・.

一
冊
の
本
刊
行

(公融自〉

軸
後
三
十
九
年
。
も
は
串
噛
唱
を
う
な
合
」
ぞ
一
d

事
実
を
語
り
伝
え
よ

一
町
民
忘
い
円
札
が
、
国
阜
の
三
分
の
う
、
長
思
い
出
し
た
く
も
な
い
、

ヨ

プ
雰
¥
な
っ
て
い
弓
一
実
戦
争
あ
ま
り
に
h
援
惨
な
事
実
を
一
宇
一

川

一
の
宵
屈
は
地
球
か
ら
硝
喜
官
ど
E
ろ
字
奮
い
た
と
い
う
。
手
配
の
人
の
肥

{

一
か
、
革
肥
は
進
み
、
キ
ナ
奥
く
な
る
出
ち
多
い
こ
の
ニ
つ
の
柾
『原
知町、

け
一

有

需

を

間

差

い

民

に

毒

実

態

FF
一

こ
ん
な
街
、
闘
争
体
勢
垣
善
を
知
存
、
平
和
軍
へ
の
礎
と
な

7

せ
Eい
け
な
い
、
母
雰
煩
量
れ
平

|
o
Z
菱

自

民

、

年

し
高
時
下
の
銃
撃
語
り

3
品
雨
量
に
ず
っ
し

2
た
ち

9
と
い
う
財
人
た
君
臨
事
ニ
岡
己
め
て
い
る
市

5
E甘
さ
れ
弓
一
つ
は
、
沖
積
遥
「
ぶ
つ
雪
げ
の
諜

vnて
」
は

口

一
輔
教
噛
貝
の
会
晴
人
部
嗣
に
よ
る
六
士
一
人
の
女
性
、
「
鼠
あ
事
事
}忘

M
H
一
「
ぶ
っ
号
つ
げ
の
語
れ
ず
T
|
仲
れ
な
い
」
は
五
十
九
人
(
興
性
が
一

E
一
制
軸
と
立
教
陛
下
メ
ス
出
版
)
。
人
〉
が
執
彊
し
て
い
号
本
の
受
己

も
う
つ
は
、
盛
高
松
媛
捕
人
会
が
、
「
ぶ
っ
号
つ
げ
i
」
巴
ハ
判

迎
合
会
帽
の
「
わ
た
し
の
戦
争
体
験
四
二
-JL
「あ
の
空
:

」
A
5

あ
の
申
を
忘
れ
な
い
」
(
岡
崎
判
三
ゐ
?
と
ち
が
う
の
は
、
仲
制

代
社
)
。
の
官
叫
が
体
験
が
体
験
~
け
に
、
民
制

仲
糊
の
帥
事
体
験
配
は
数
多
く
あ
が
多
い
た
め
だ
雪
。

る
が
、
女
子
教
職
員
の
体
験
記
は
は
商
嘗
迄
、
体
験
記
の
内
震
に
応

じ
め
て
の
辛
つ
だ
。
ま
た
、
地
同
連
じ
、
回
摘
を
寄
せ
で
き
た
人
は
一
嗣

と
い
っ
た
、
旭
域
の
同
入
団
体
1
1

四
民
ず
っ
か
い
、
一
理
仮
名
づ
か

ご
く
軒
類
U
婦
人
の
集
団
の
噛
争
体
い
宇
歯
し
た
り
、
抗
み
や
す
く
轄
型

験
#
鎮
め
た
の
宍
を
事
例
が
な

し
た
が
、
ほ
ほ
忠
夫
に
渇
制
し
て
あ

い
。

4
頃
に
な
っ
「
殺
争
体
験
な
る
と
い
う
。
っ
た
な
く
、
ま
た
、
わ

ん
で
一
と
い
わ
れ
な
が
ら
、
噛
か
り
に
く
い
米
語
な
ど
房
需
み
な
が

前
だ
よ
た
始
ま
歪
正
し
て
い
る
よ
色
、
そ
れ

H
Uに
、
庶
民
の
正
U
で

再びも戦前かの気配に警鐘

沖縄の元教師らと埼玉の地婦連

安帯 f、来斤悶宵全国

「ああ、疲れたあ」野直仕事帰りの都会の姐たち

米
な
ど
輪
金
覇
聞
阻
骨
お

れ
る
艶
協
は
、
今
曲
目
F
円
角
に
来

た
近
代
瞳
離
に
メ
ス
を
入
れ
る
好

機
じ
ゃ
な
い
だ
民
巧
L
V
。

「
あ
っ
、
ゃ
っ
ち
ゃ
っ
た
あ
」

勢
豆
比
い
な
す
定
ン
ル
ン

大
変
の
刈
り
入
れ
を
し
て
い
た
美

紀
ち
ゃ
々
そ
し
て
ト
ン
ち
ゃ
ん

が
続
け
て
指
を
切
っ
た
ー
ー
。

「
米
づ
く
り
」
も
大
変
だ

思
っ
て
い
た
、
部
会
育
ち
の
私

た
ち
に
と
っ
て
水
器
、
水
温
、

開
あ
た
り
、
害
虫
な
ど
の
配
胞
を

開
っ
て
、
横
核
化
レ
て
均
米
づ
く

り
」
は
器
局
甘
ほ
な
い
こ
と
に
気

が
つ
章
芭
弓

大
変
を
納
屋
で
束
ね
て
い
た

色
、
県
再
お
♀
¢
ん
が
の
ぞ
い
て

「
奇
襲
警
P
ん
し
、
叩

い
た
方
が
阜
え
っ
ち
ゃ
」
と
実
演

を
し
て
く
れ
手
レ
弓

次
の
自
の
午
後
、
再
び
の
ぞ
い

て
平
車
ね
ぎ
伊
玖
の
吾
、
あ
の
ま

$
お
い
て
句
を
禾
苧
官
、

早
弓
吾
ん
ル
量
芳
切
れ
て
東
担
口

れ
ん
じ
え
l
」

⑧ 

止
ま
き
N
月
A

m

'

品
川
げ
帯

1
守

7
1
1
A
J

有
機
農
法
の
厚
い
壁

カ
チ
ン
カ
チ
ン
の
畑
を
前
に
し

て
私
が
慢
も
事
レ
い
こ
と
は
、

と
の
現
長
で
し
号

こ
の
所
、
よ
い
天
気
が
続
い
て

い
ま
す
。
心
配
さ
れ
た
稲
も
、
ゆ

っ
く
り
密
J

書
、
問
主
陣
ぴ
、

農
ま
は
ほ
っ
と
レ
た
と
こ
ろ
で
し

ょ
う
か
。

(揖3種郵慣物館司l

六
月
下
旬
の
上
!
日
。
子
告
ι

ち
を
が
り
明
レ

τ大
変
刈
担
涯

2
aレ
号
事
お
り
の
専
業
プ
ロ

の
大
麦
は
構
械
で
能
率
よ
く
、
あ

っ
と
い
う
聞
に
刈
A
d
れ
ま
し
ち

プ
ロ
の
大
変
は
堂
々
た
る
も
の

で
、
私
h

誌
の
瞬
々
と
し
た
大
変

の
倍
の
丈
は
あ

2
Cた。

「
で
も
化
単
取
料
な
ん
で
し
ょ

う
ろ
小
女
宅
て
曳
と
ん
な
に

穫
れ
た
か
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
」
と

世
々
と
水
笹
口
ゃ
ん
は
い
う
。
ぞ

れ
は
手
め
通
り
や
す
。
何
も
周
幽

と
比
較
す
る
と
と
は
な
い
の
で

す
。
し
か
し
余
り
に
私
語
弱
で
し

た
担
弓

土
づ
く
り
に
腫
協
期
待

一撒
打
『
元
民
す
と
カ
チ
ン
と
君

に
当
っ
た
事
つ
に
、
は
ね
返
っ
て

く
る
主
で
す
。

「
ま
晶
、
首
の
ま
手
主
に
な

る
に
は
、
早
く
て
十
年
必
嬰
や
」

と
と
を
訪
ね
る
人
の
意
見
で

す
。
レ
か
し
周
囲
は
早
め
カ
チ
ン

カ
子
J
の
や
と
田
ん
ぼ
に
、
相
変

色
ず
化
肥
を
入
れ
椀
り
て
い
ま

す。
「
背
は
の
う
、
田
ん
ぼ
歩
貸
す

ん
で
も
@
つ
、
家
畜
の
哲
P
ん
と

こ
ろ
に
は
寅
芋
ん
の
や
。
七
が
駄

目
に
な
る
っ
ち
ゅ
う
で
な
あ
」

聾
惇
壊
の
合
い
閤
に
、
ち
ょ
っ

と
寄
っ
「
占
出
脅
U
い
さ
ん
は
、
普

は
大
震
九
っ
た
が
、
七
世
良
か
っ

た
シ
持
萎
子
寸
白
な
が

AFι

閉
包
ま
す
。

事
襲
、
機
械
嬰
号
左

側
出
山
す
る
事
か
ら
始
ま
っ
ド
午
ii

苦
し
で
、
+
葬
無
視
す
吾
」
与
ピ

し
か
喜
重
労
働
が
ち

Zc

廿
昌
之
介
ほ
出
来
な
か
っ
た
i
|

「
宥
機
圃
輯
な
ん
て
冊
理
亭
。

化
肥
漬
け
で
カ
チ
ン
カ
チ
ン

「
事
玄
色
ゃ
駄
臼
だ
な
あ
、
一
歩
一
章
作
繋
干
す
め
て
い

竹
や
る
し
、
安
J

少
レ
一
長
い

φ
ん
ま
す
。

を
し
っ
か
り
卒
、
芸
ぎ
え
」
平
会
与
中
お
「
喜
東
野

し
欠
き
/
点
号
室
郎
)
在
新
聞
ド
に
、
警
ゃ
ん
は
次
の

が
通
り
す
か
り
に
声
#
か
け
宇
〉
¥
辛
つ
に
置
い
て
い
ま
す
。

れ
手
元
じ
ゃ
あ
、
、
と
作
業
コ
盗
塁
章
、
話
ガ
ス

を
や
め
て
勾
主
ヤ
供
出
採
へ
新
の
中
。
聞
朝
定
三
九
時
間
に
ギ
ュ

入
り
の
露
口
ゃ
ん
と
つ
い
て
F

菩
ウ
ギ
ュ
ウ
曙
車
で
一
一
時
時
煙
車

ま

し

弓

の

煙

に

い

套

れ

な

ぴ

口

、

日

を

ナ
タ
で
ス
パ
ッ
ス
パ
ッ
と
白
り
務
ち
く
ぽ
ま
せ
主
帽
っ
て
く
れ
ば

倒
し
、
小
枝
を
さ
ば
く
拍
手
並
ア
パ
ー
ト
の
狭
い
部
屋
は
、
替
も

み
は
、
栄
容
お
は
苧
ん
と
将
U
。
し
な
い
服
と
使
い
も
し
な
い
食

睡
で
隻
る
人
の
す
き
量
る
器
、
車
具
、
道
弓
あ
あ
向
の
た

思
い
で
し
た
。
め
に
生
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

い
つ
か
死
ん
支
タ
¥
の
に
伺
私
語

フ
ラ
リ
来
た
悦
ち
ゃ
ん

っ
て
い
け
な
い
。
生
き
て
い
く
よ

悦
ち
ゃ
ん
と
友
保
問
悦
平
き
で
大
切
な
車
は
何
?
そ
の
算
見

ん
は
日
本
有
槽
健
研
の
紹
介
で
つ
け
に
フ
ラ
リ
と
(
倖
援
へ
〉
や

そ
私
た
問
あ
草
原
戸
雲
り
し
て
っ
て
来
手
レ
た
」

い
ま
す
。
購
入
な
が
色
、
黙
々
と

昔
の
土
に
戻
る
か

で
き
る
わ
げ
ね
え
ち
ゃ
」

コ
製
ほ
わ
か
壱
品
、
で
も
無

理
だ
な
あ
」

佐
渡
の
老
い
恥
き
き
も
ロ
#
ぞ

る
え
て
乙
う
い
い
ま
す
。
一
軒
一

軒
の
晶
画
家
が
、
自
分
か
再
選
ん
で

よ
7
h
垂
真
剣
に
や
れ
る
状
詞

は
今
、
皆
無
の
感
あ
り
、
で
す
0

5
」
で
や
は
り
登
場
を
顧
わ
な
く

て
は
な
ら
よ
い
の
は
農
協
だ
歪
J

と
思
い
ま
す
。
庫
腕
が
「
上
づ
く

り
」
に
真
剣
に
取
白
血
ま
ぬ
限
り

地
区
も
村
弘
掛
か
な
い
、
弁
私
は

思
つ
の
で
す
。

平
供
た
↑
お
実
験
回
は
、
去
牢

の
水
路
が
か
れ
、
一
方
の
湧
き
水

だ
位
な
の
で
水
温
が
↑
京
す
、
育

美
千
乙
ぷ
る
惑
い
の
宇
す
。

回
の
手
訟
で
仲
事
を
し
で
い
た

加
藤
じ
い
さ
ん
が
、
あ
あ
γ
U
た
方

が
え
え
、
こ
う
し
た
方
が
正
え
と

教
え
て
く
れ
$
守
。
体
持
ほ
り
つ

廿
る
ト
令
ヲ
に
慣
ぱ
い
に
な
的
〆
な
が

ち
、
崖
の
草
争
苅
っ
て
隅
あ
た
り

署
ま
く
し
た
り
、
本
を
連
事

p
u

に
迂
回
し
声
暑
で
回
に
入
れ
た

p
u

事
U

弓
理
憶
え
り
ゃ
米
が
で
き
と

弔
理
不
め
白
の
夕
方
、
子
供

た
判
所
開
っ
て
か
ら
主
ね
#
め
収

種
戸
塚
り
手
U
弓
玉
ね
ぎ
は
よ

く
で
童
手
レ
ち
田
町
子
守
の
生

を
ス
ラ
イ
ス
し
干
与
ソ
ラ
ダ
で
食
べ

吾
と
「
お
い
し
い
ノ
」
。

畑
に
は
ト
マ
ト
、
キ
三
台
リ
、

ス
イ
カ
、
カ
ボ
チ
ャ
、
キ
ャ
ベ
ソ
、

ネ
ギ
、
キ
ヌ
サ
て
イ
ン
ゲ
ン
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
レ
タ
ス一
、
ニ
ラ
、

ゴ
マ
、
ハ

Z
茶
、
ハ
ト
麦
1

豆類、

ジ
ベ
ガ
イ
モ
専
が
育
っ
て
い
て
、

苦
杭
を
毎
日
、
見
干
キ
お
同
な
い

と
鯖
く
い
貴
J

に
伸
び
で
い
ま
す
。

早
く
て
十
年
か
か
る

第'740号

ご
ろ
ご
色
主
土
質
の
カ
タ

マ
け
義
手
に
取
っ
て
畔
に
座
り
込

ん
霊
は
き
」
?
l
職
事

F
F空
襲
慣
け
均
一
吉
田

ん
ぼ
で
す
。
4
は
醤
民
で
大
変
問

弁
迂
っ
た
の
で
す
が
、
何
レ
ろ
、

第ワ40号

者措意
懇Á I~
談放一
会送

Ei:a園
(餌 3種副更物認可l

就
粧
猷
一
F
Y
!
ズ
ン
歪
削
に
、
日
本
一
冊
人
容
害
想
脱
会

(
r
B
S
・

百
聞
覇
支
吉
き
は
、
六
月
三
十
日
、
関
東
四
谷
の
主
刷
会
館
で
『
女

τ畢
生
の
た
め
の
マ
ス
コ
ミ
(
ラ
ジ
オ

・
テ
レ
ビ
)
案
内
民
軒
伺
い
弓

日
本
間
人
政
送
者
恕
斐
さ
い
う
の
は
、
穂
波
探
体
の
申
で
働
く
宜
註
九

有
必
親
睦
・
連
経
E

で
、
脱
甲
山
同
を
始
的
、
監
尽
凶
即
時
、
制
空
森
、
フ

リ
ー
で
?
在
一

Q
U人
罪
添
加
入
。
高
幡
合
同
障
は
「
思
案
界
め

中
官
動
い
て
い
る
女
性
は
少
な
い
。
レ
か
し
、
こ
杭
か
ら
主
性
の
向
型
、
か

陣
ひ
也
事
だ
と
安
J

。
就
職
を
忠
え
た
人
た
吉
、
私
た
宗
室
J

い
う
仕
事
を
し
て
い
る
か
を
阻
介
し
、
一
語
に
働
き
ま
哲
ん
か
と
呼
び
か

切
る
た
抗
Y
L
会
両
き

Fuた
」
戸
湊
ww。
舗
帥
と
し
て

N
H
K
・小

宵
山
洋
平
さ
内
テ
レ
ビ
マ
ン
ユ
ニ
オ
ン
・
涌
聞
工
え
、

7ジ
テ
レ

ビ
・
山
桜
岩
手
さ
ん
、
日
本
ア
レ
ピ
・
ト
し
悶
柏
千
さ
ん
包
山
席
、
就
輔

試
験
の
体
験
や
現
在
の
書
状
況
な
Y
巻
輯
っ
弓

11年目都会っ子いらっしゃい

3時

• 

。募蝿人貝セミナーの全日程(2泊3日〕
書加できる男女 l∞名
。申込方法開聴精望者は、同人の再教育
につ川で日頃弔えているととを40()字薗
原稿用紙l枚以内にまとめ、氏名、年齢、
性別、職損、住所、慢話蓄号、郵便番号、

セミナー前・桂泊 (22日・25日)の宿泊
の有冊と夕食の梧E置を記入し、返信用封
筒 (70円切手貼付)を同封のうえ下街に
申し込んでくださU、。

，! 

時勝暢礎票罪

、、、、、、

女無料贈呈貴
ご晶望の方は、ハガキに右下の硝，)<券を

貼り、住所・氏名・年齢・職業・電話番号

をご記入のうえ、お申込みくださいa

(宛先)東京中央郵便局区内 ・大相証

券広報部「貯蓄ア・ラ ・カノレトJ係。

大和をふ

-A4判・64頁

国立婦人教育会圃では、国連闇人のiO年 ・

85年世界全暗に向けてのESCAP地壇串備
会調その他の動吉、回入団体の回開的動向専

についての珊簡を組んでいますが、今回、己
の購演を特矧Hこ公開するとととし、/):の要領
で、苦加者の韓艶を仔います。

。日時昭和59年9月19目刷午睡3時30分
。テマ r85年世界会構と回入団体の活
動」
0調演揖回峰子氏(国連嗣人の地位蚤員
金要員〕

O定員 3∞名(入場は先着闇)
。申込方法ハガキに「特日IJ!I!槙」と記入
し、住所、民名、年齢、性用IJ、輔葉、連
絡先、抱話番号を恒入のうえ下自己へお申
込晶くださし、。

。締切昭和5自年9月10白目)必着
。申込先干855-02 埼玉県比企郡凪山
町大字普桂728番地国立捕人教育会聞
事揖部(%l0493-62-6711)
。経費量加賀隅料

59年度婦人教育国際交流事業
.国際セミナーの傍聴者募集
国立嗣人教育会館では、毎革、諸外国の聞
人教育関保者を招き、月人教育国際交町南靖
国原セミナーを開惜レています。本年度の国
酷セミナーでは、各国におりる婦人の社会事
加の現状と融題志知り、生涯教育の社会事加

を促進するための再教育の内容と方法につい
て情報交揖を行い、今世の展望等について酎
曜を行います。セミナーの開聴者を次の要領

で再開します。
o日時沼相59年10月23口附-10月25日同
2泊3目
。テーマ 「嗣人の社会審加と生産教育
再教育の内容と方法 J
。事加者 外国人事加者 C ・サラチェ
ーノ〈トレント大学車教授〉、 J・アリ

フィン(マラヤ大学政唖宇都調師〉、 0
.モンゲラ(タンザニア総理府国務大臣〕、

(英国教育科学省C'M'チャタウェイ
国闘部駅長〉の各氏。<>罪集用問昭和59年7月 l日旧)-8月31
O日本田l富加者日開佐子民〈上智大学教 日幽当日調印有効
授〕村総安子氏(車京友子大学教疫〕、 。申込先 国立蹄人教育会館情報交流国国
山口真民〈関理短聞大学教授〉、竹中は 陣交流慌

る子氏(岨班長風会理事長〉、浅野i量子民 O量加通知 先着順に決定し、9月中旬に、
〈名古屋市嗣人会館長〉、軍回調里子氏 本人に週間します。

く神奈川県立紅罵ケ丘女子高等職費削韓 O経蝿 重参加聞は捕料。ただし、交通園、
枝畏〉 宿泊圏、宣車代は重参加者負担(宿泊瞳1
0使用冨語日本箇及び英語く同時通訳付 人 l泊7∞円、食事代3食で2.日JO-3.∞
き o円程度、交流パーティー会圃3.由児円〉

講演を特別公開

努
伝
統
レ
た
〈
マ
イ
デ
ィ
ス
ク

マ
!
ク
E

×v
「
一
一
一
一

8)

H
写
寓
H
#
薪
発
売
す
る
冶

新

機

構

を

八
時
畏
V

デ
ィ
ス
グ
の
挿
入
・
取
出
し

つ

め

乙

む

が

、

E
自
で
わ
か
る
「
ロ
l
一ナ

テ
ィ
ス
ウ

p

ィ
ン
グ
・
サ
イ
ン
ド
甲
乙
槽
槽
。

シ
ャ
ー
プ
で
は
、

V
H
Dピ
デ
外
部
か
院
の
ホ
コ
り
侵
入
を
防

オ
デ
ィ
ス
ク
の
、
す
ぐ
忍
九
特
堤
ぐ
フ
ロ
ン
ト
ド
ア
奉
仕
口
、
己
の

高
岡
質
・
高
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ク
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に
、
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ィ
ス
ク
の
賄
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取

ン
ダ
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ア
ク
セ
ス
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三
太
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主
表
示
す
る
「
口
上
デ
ィ
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加
え
、
デ
ィ
ス
ク
の
局
入
・
取
出
グ
サ
イ
ぷ
つ
き
で
初
め
て
の

し
様
車
、
恵
む
た
い
サ
イ
ド
人
で
も
簡
単
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商
の
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択
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智
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機
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バ
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亭
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と
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商
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イ
ド
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レ
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画
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は
プ

ル
上
高
段
グ
リ
ー
ン
に
な
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プ
ロ
ジ
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イ
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弓
見
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え
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可

大阪市母子のつどいで鴨門観潮の慌の世路をした人たち
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け
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高
齢
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ポ
う
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テ
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で
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が
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は
、
理
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で
よ
」
の
事
業
団
の
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に
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活 Hんは
三極貧〉

タ噂斜 u

dv;時MmF
ヲイテ有アな楽しさひろがる。小さいけれとしっかりと

〈注意表示〉を記してあります

頭重差

おんながL、て。オンナカまいて、女がいて。いろんな

貴女がいるように、貯蕎だって百花線百L，て、も、知識

ばっかりやたらつめ込んだら、かえって迷ってしま

いそうですね。もっと分りやすく整理されていれば、

どんなにかいいのにー・。

そんないま、生後1ヵ月の、ホットなホ貯蓄情報誌、、-

〈タtイワの貯蓄ア・ラ・カノレト〉。お金づ〈りのチエ・コツ ・

ヒントをいっぱいのせて、産地直送いたします。証券

貯蓄の魅力のすべてが分るこのー冊。.1;:女のマネー

感覚を、ちょっと楽しく刺激するはずですよ。

d詰貨がヂt二ったわる 一一一一一一

f ふみ号FT会副

ザヲ晶子.，7・llfi売棟罰金祉
噴~I干lω 東京鳳千代闘伍有.町 17 ，)(有#町."ピル'"悶 ~(m lS“

大阪/悩 'l.f713991 名寄./O~2(201 :-6~n 札健IDI HU1)1路9・岡/凶2(121)11&5

サラー，ラノプ貨は1Iit高視です加盟fl:民主

化粧品をお使L、になる時は、説明書といっしょlこ

注意表示もぜひお読みください。

化粧品は肌Jこ直接つけるものですから、資生堂

では安全性に紙

し古か‘し、多くのお客きまの中には、肌の性質やその

日の状態によって、時仁は肌に合わない二ともあ

ります。そのような時のために、資生堂では、容器、

箱、説明書、パンフレットな1:1二、いろいろな形で

次のような注意表示を記してあります。

10傷やUれもの湿しんの、ぶれーただれ色猿異常伝ど回復
l もえのある齢位に凶お使いにならないでくださ、、
卜O化粧品が釘肌に合わ広いとき略、ご憧用金おやめ〈ださい.
l ① 償問中‘際みはれカ叩みーしげきなど由民，艇があらわ
l れた場合
l<ll檀周した釘飢に直射目覚があた勺て上配のような異常が
l あらわれた喝合
10そのまま化駐晶酬の慣用各陣けますと哩棋を事化させるこ
! とがあります田で度 S科専門医‘.f::. t;t.資生倉北晦品田亮
l ・かお近付》費生堂消費者相臨窓同にご相聞〈だ§川

⑬資生堂|広報室|
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変わらぬまごころを、変わらぬ品質のヒガシマルで。

いいおつきあいをどうぞ……

得Sヲ1"(t;・ζl'(5C会ず
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ヒカシマル醤油
~'f" 刷晶、、t、

* 均時 当時 押: '#' 労c 持E
う来 、.~.<輪 ?長 対時 タ1 争経 うド 争経

品、v 唱ι 対時 づ在 自〉経

*0"量元，、兵庫県竜野市ヒガ シ7 ル醤油株式会社

鰻議懇懇線警察議瀦議機幾綴織議議鱗機議務機綴喜舌が肥えていらっしゃ急かたへは側出 議機施蹴棋務時

伝統の技術が作ります;• • 
ハ}Vシーライフの味・お・香免

車歯~~事事r.."!.I.鞭糠躍撞歯車 酒盛3跡事:{.I'蹴躍謹直 富瞳歯車三番貰'1'T扇櫨輔歯盤 富醤蕗~.翼tI.I.漉曜輔歯車置

.中yコーマン滅塩しょうゆ 0 ・11マンパック5本 ・キソコーマン特選しょうゆー 11マンパ'Yク2本 ・キyコーマン特選しょうゆ・ 1/マンパック6本 ・キッコーマン特選しょうゆ 11マンパンヲ5本
・キyコーマンうす〈ちしょうゆ 1tマンパック1本 ・キyコーマンうすくちしょうゆ 11マンパ yク2本 ・キ yコーマンうす塩しょうゆ 0 ・・1/マンパyク3本
.中yコーマンかつおfニl，..... ...2∞mlぴん2本
.ギッコーマンに1:1'しだし・ 2∞mlUん1:本
・キyコーマンニんぷfごし… .....2叩dぴん1本

ー~~---..~..

富歯車望動1".ri濁耀錨歯車
.中yコーマン特進しようゆー 11マンパック8本

:長かった冬のおかげで、今年はいつに

な〈お中元が{年ちJ主しt、。

則ったり.贈られたり.季節の

けじめって、やっぱり大切なんて'すfl.

日本中.そんな気持て市

l純はと麦酢 1

健康をふくんだー粒ー粒を

巧みに生かし;ました。日本の味、世界の味

寧gコー亨コ
精選された玄米だけを

使いました。
はと麦は昔から漢方の生薬として使わ

れてきました。ミツカン品名はと麦酢は、

アミノ酢をはじめ各種有機酸が豊富に

バランスよ〈ふくまれてしJま主

くせもなく香りもさわやが。調理はもち

ろん、健康ドリンクにも、おいしく召し

あがれますL

お料理好きのご家庭には、「調味料」との組み合わせ 幾緩 ミツカン純玄米酢は、玄米の持つアミ

ノ酸、各種有機酸が豊富に、バランス

よくふくまれくせがなく、香りも芳醇

です。お料理はもちろん、健康ドリン

クに、おいしく召しあがっていたfゴけ
ます。

(純玄米酢 l車置邑:"~轟;f.þ轟縄趨醤藍 盟主蹴.1'1'麗醤櫨
-キッコーマン特選l，.Iうゆ 11マンパック2本 ・キyコーマン特選しょうゆ 11マンパック4本
・マンジヨウ本みりん ...・ 6∞mlぴん1本 ・マンジョウ本みりん 11マンパ Jク2本
・キッコーマンお料理用ワイン(自)550mtぴんl'本
・キ yコーマンかつおだし 2∞mlぴん2，ド 500mO・900mO 500mO 

た川味国自u な贈り物 械はからだヘの思いやり'冨~tJコ酵}11川獄中元はごペキタ当!Il辺海- 司

お中元はサントリー

オールド[700mQ]
ギフトハッケージ

￥3，000軍軍軍

リザーブ化粧箱入
￥3，570 
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